
日
時

平
成
30
年
6
月
11
日

（
月
）
18
時
30
分
～
～
20
時

30
分

場
所

静
岡
労
政
会
館

５

Ｆ

会
議
室

出
席
者

滝
田
博
之
、
清
水

雄
三
、
前
川
朝
夫
、
木
ノ
内

高
嘉
、
出
利
葉
義
次
、
諸
戸

明
、
堀
内

修
、
工
藤
誠

志
、
増
田
浩
二
、
市
川
隆
夫
、

鈴
木

修
、
兼
子

猛
、
内

海
廣
治
、
加
藤
敏
美
、
鈴
木

和
也
、
赤
堀

正
、
坂
田

昇
（
文
責
）

計
（
17
名
）

欠
席

豊
田

稔
、
高
橋

弘
、
伊
藤
正
道
、
鈴
木
重
幸

会
長
挨
拶

➀
平
成
30
年
度
の
新
メ
ン
バ
ー

の
ス
タ
ー
ト
で
す
、
事
業
の

推
進
を
宜
し
く
お
ね
が
い
し

ま
す
。

②
今
年
度
の
活
動
は
若
い
人
・

女
性
な
ど
取
り
込
み
を
行
う

よ
う
取
組
を
願
い
ま
す
。

（
各
委
員
会
と
も
）

③
登
山
教
室
で
は
、
70
歳
以

上
の
人
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

参
加
者
の
資
格
の
有
無
な
ど

明
確
に
し
て
活
動
を
願
う
。

１
各
委
員
会
の
報
告
事
項

(1)

指
導
委
員
会
（
工
藤
）

➀

Ｈ
30
年
度
日
本
山
岳
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会

指
導
委
員
会
報
告

・
指
導
者
制
度
と
競
技
別
指

導
者
資
格
の
資
格
区
分
改
定

・
「
ス
タ
ー
ト
コ
ー
チ
」
・

「
コ
ー
チ
Ⅰ
」
（
指
導
者
）
、

「
コ
ー
チ
Ⅱ
」
（
上
級
指
導

員
）
、
「
コ
ー
チ
Ⅲ
」
・

「
コ
ー
チ
Ⅳ
」

・
市
、
県
、
全
国
、
国
際
レ

ベ
ル
の
指
導
と
資
格

・
指
導
者
制
度
の
検
討
基
準

変
更

（
指
導
者
）
集
合
講
習
時
間

26
時
間
に
、
（
上
級
指
導
員
）

集
合
講
習
時
間
20
時
間
と
な

る
。

・
「
夏
山
リ
ー
ダ
ー
」
資
格

国
際
山
岳
連
盟
の
指
導
制

度
に
準
拠
（
認
定
さ
れ
る
方

向
）
、
「
ス
タ
ー
ト
コ
ー
チ
」

と
し
て
。

・
「
夏
山
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
」

講
師
研
修
会

8/18
～
19
神
奈

川
県
登
山
セ
ン
タ
ー

１
名

は
受
講
を
。

・
国
体
監
督
は
「
ス
ポ
ー
ツ
・

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
指
導
員
」
の

み
に
、
21
年
栃
木
か
ら
適
用

検
討
。

➁

「
ハ
イ
キ
ン
グ
縦
走
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
習
会

６
月
９
日
（
土
）

参
加
者

15
名
、
指
導
員
３
名

・
講
習
内
容
、
リ
ー
ダ
ー
の

法
的
責
任
、
指
導
法
の
講
習

（
悪
場
通
過
・
岩
場
の
下
降
・

結
束
胞
・
支
点
の
構
築
・
引

上
げ
等
）

(2)

国
体
委
員
会
（
諸
戸
）

➀

国
体
県
予
選
結
果

・
成
男
、
1
位
若
宮
京
介

（
代
）
、
2
位
原
賢
伸
（
代
）
、

成
女
1
位
北
脇
順
子
（
代
）
、

2
位
中
村
祐
香
梨
（
代
）

・
少
男
、
1
位
片
桐
綾
真

（
代
）
、
2
位
赤
池
俊
哉

（
代
）
、
少
女
、
1
位
片
木

麻
音
（
代
）
、
2
位
横
田
は

る
な
（
代
）

(3)

海
外
委
員
会
（
出
利
葉
）

➀

静
岡
県
山
岳
連
盟
エ
ル

ブ
ル
ー
ス
登
山
隊

2018
の
報
告

実
施
時
期
は
8
月
9
日
～

19
日
の
11
日
間
で
参
加
者
は

7
名
。

・
目
的
の
山
,

ロ
シ
ア
連
邦
・
エ
ル
ブ
ル
ー

ス
峰

5642
m
ロ
シ
ア
山
岳
連
盟

の
支
援
有
り
。

・
ビ
ザ
取
得
し
て
順
調
に
推

進
中
、
８
月
２
日
に
富
士
山

で
訓
練
を
行
い
出
発
の
予
定
。

2
各
委
員
会
の
事
業
計
画

(1)
指
導
委
員
会
（
鈴
木
修
）

➀
一
般
登
山
者
向
け
の
事
業

と
し
て
「
夏
山
登
山
教
室
甲

斐
駒
ヶ
岳
・
仙
丈
岳
に
登
ろ

う
」
を
計
画
、
募
集
人
員
は

20
名
。

・
座
学
と
実
習
の
４
回
で
実

施
、
日
程
は
6
月
20
日
と
7

月
11
日
座
学
、
7
月
8
日
安

倍
奥
で
実
習
、
7
月
21
日
～

22
日

本
番
甲
斐
駒
、
仙
丈

(2)

国
体
委
員
会
（
諸
戸
）

➀

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

７
月
14
日
～
15
日
の
２
日
間
、

参
加
者
は
監
督
含
め
12
名
。

(3)

30
年
度
し
ず
お
か
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
内
海
）

➀

募
集
要
項
概
要

日
時

10
月
27
日
～
28
日
の

２
日
間
、
Ａ
コ
ー
ス
1
泊
２

日
一
般
30
名
、
京
丸
山
。
Ｂ

コ
ー
ス
1
泊
２
日
、
高
校
生

30
名
、
京
丸
山
。

Ｃ
コ
ー
ス
日
帰
り
、
一
般
高

校
生
で
30
名
、
秋
葉
山
。

・
参
加
費
は
Ａ
Ｂ
と
も
２
千

円
、
Ｃ
は
1
千
円
、
募
集
期

間
は
9
月
10
日
～
10
月
11
日
。

・
1
泊
２
日
コ
ー
ス
の
希
望

者
は
、
藤
原
家
へ
宿
泊
が
出

来
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
が
多

く
人
気
の
よ
う
で
す
。

(4)

一
般
連
絡
事
項

➀

平
成
30
年
度
岳
連
カ
レ

ン
ダ
ー
（
滝
田
）

販
売
部
数
280
部
の
予
定
（
加

盟
団
体
の
減
少
の
為
）
、
販

売
価
格
は
千
５
百
円
。

➁

個
人
会
員
募
集
（
滝
田
）

募
集
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
に
ご
協
力
願
い
ま
す
、
現

在
の
個
人
会
員
数
12
名
。

➂

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
滝
田
）

「
山
の
日
」
の
記
念
行
事

「
ふ
る
さ
と
の
山
を
登
ろ
う
」

を
兼
ね
て
実
施
。

➃

山
の
日
の
行
事
（
滝
田
）

４
団
体
で
「
写
真
展
」
の
実

施
、
11
月
6
日
～
11
日
の
6

日
、
静
岡
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
2
展
示
室
。

➄

山
岳
遭
難
対
策
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
（
滝
田
）

山
梨
岳
連
創
立
70
周
年
記
念

事
業

７
月
8
日

山
梨
県

文
化
館
で
実
施
。

➅

県
岳
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
木
ノ
内
）

静
鉄
ジ
ャ
ス
ト
ラ
イ
ン
と
の

リ
ン
ク
を
付
け
る
。

⑦

国
体
派
遣
チ
ー
ム
に
つ

い
て
（
木
ノ
内
）

派
遣
チ
ー
ム
に
ト
レ
ー
ナ
ー

を
付
け
る
。
昨
年
の
ト
レ
ー

ナ
ー
を
東
海
大
会
か
ら
の
派

遣
を
承
認
す
る
。

⑧

東
海
4
県
正
副
理
事
長

会
議
（
木
ノ
内
）

7
月
14
日
岐
阜
県
で
実
施
、

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
合
わ

せ
開
催
。

⑨

県
岳
連
70
周
年
関
連
報

告
（
木
ノ
内
）

講
演
会
、
記
念
誌
、
祝
賀
会

の
会
計
報
告
な
ど
。

（
坂
田

昇
）

年
間
計
画
の
諸
事
業
が
順

調
に
ス
タ
ー
ト
し
、
実
施
報

告
が
次
々
と
入
っ
て
き
て
い

る
。岳

連
の
事
業
が
ス
ム
ー
ズ

に
展
開
で
き
る
の
は
、
各
専

門
委
員
会
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
が
寸
暇
を
割
い
て
企
画

し
、
実
施
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
お
陰
と
、
そ
の
尽
力
に

感
謝
し
た
い
。

た
だ
岳
連
の
将
来
を
見
据

え
た
と
き
、
こ
れ
ら
の
業
務

や
役
割
を
次
の
人
に
受
け
渡

し
、
繋
い
で
い
く
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
不
安

の
思
い
が
よ
ぎ
る
。
企
画
の

立
案
者
や
講
習
会
の
講
師
が

い
つ
も
同
じ
人
で
は
い
つ
か

は
破
綻
し
て
し
ま
う
。
次
世

代
を
担
う
若
い
人
が
出
て
こ

な
い
と
、
一
事
業
だ
け
で
は

な
く
組
織
全
体
の
維
持
も
困

難
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

会
員
の
高
齢
化
と
団
体
離

れ
の
傾
向
か
ら
所
属
団
体
数

の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
中
、
難
し
い
こ
と
で
は

あ
る
が
、
若
い
意
欲
の
あ
る

人
を
発
掘
し
、
次
に
引
き
渡

す
方
策
を
考
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

（
Ｔ
Ｋ
）

本
年
度
の
東
海
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
が
岐
阜
県
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
7
月
14
日
に
リ
ー
ド

競
技
が
聖
徳
学
園
高
等
学
校

に
て
、
15
日
に
ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
競
技
が
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ

ム
Ｒ
＆
Ｆ
に
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

初
日
の
リ
ー
ド
競
技
は
少

年
男
子
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
静

岡
の
片
桐
は
核
心
部
分
で
フ
ォ
ー

ル
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
赤
池
は

国
体
初
出
場
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
緊
張
の
せ
い
か
下
部

か
ら
硬
い
動
き
で
ス
タ
ー
ト
。

先
に
競
技
を
終
え
た
片
桐
の

ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
っ
た
が
、

下
部
の
消
耗
が
激
し
く
核
心

部
分
に
到
達
す
る
前
に
フ
ォ
ー

ル
。
少
年
女
子
は
横
田
が
先

に
ス
タ
ー
ト
し
、
最
終
局
面

手
前
の
核
心
部
分
で
飛
び
つ

く
も
フ
ォ
ー
ル
。
パ
ー
ト
ナ
ー

の
片
木
は
順
調
に
登
り
、
横

田
が
フ
ォ
ー
ル
し
た
ポ
イ
ン

ト
を
越
え
、
個
人
順
位
２
位

の
ポ
イ
ン
ト
ま
で
到
達
す
る

も
、
中
間
部
の
デ
マ
ケ
ー
シ
ョ

ン
（
使
用
禁
止
部
分
）
に
触

れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
判
定

で
、
順
位
を
落
と
し
た
。
成

年
女
子
は
、
少
年
時
代
に
国

体
優
勝
経
験
の
あ
る
強
豪
三

重
と
の
争
い
と
な
っ
た
。
中

村
、
北
脇
は
安
定
し
た
登
り

で
最
終
局
面
手
前
の
核
心
部

分
を
通
過
、
数
手
こ
な
し
た

あ
と
に
フ
ォ
ー
ル
。
三
重
は

義
村
が
ゴ
ー
ル
手
前
ま
で
高

度
を
あ
げ
る
も
完
登
で
き
ず
。

田
嶋
は
静
岡
の
両
名
よ
り
も

手
前
で
ス
リ
ッ
プ
落
ち
し
て

し
ま
い
、
静
岡
は
順
位
点
で

三
重
と
並
ぶ
も
、
義
村
が
１

位
で
あ
っ
た
た
め
リ
ー
ド
競

技
は
２
位
で
初
日
は
終
了
し

ま
し
た
。

翌
日
の
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競

技
。
少
年
男
子
は
片
桐
が
健

闘
す
る
も
岐
阜
県
と
１
完
登

数
差
で
３
位
。
少
年
女
子
は

片
木
が
３
完
登
す
る
も
、
今

年
か
ら
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
Ｗ
杯

に
も
出
場
し
て
い
る
愛
知
の

倉
が
４
完
登
を
み
せ
、
静
岡

は
３
位
。
成
年
女
子
の
静
岡

チ
ー
ム
は
競
技
順
最
後
に
登

場
。
成
年
女
子
の
本
大
会
出

場
が
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
１
枠
の

た
め
、
前
日
の
リ
ー
ド
競
技

の
結
果
を
踏
ま
え
る
と
個
人

順
位
１
位
、
２
位
が
必
須
と

い
う
厳
し
い
条
件
。
前
半
と

な
る
１
基
目
に
北
脇
が
最
も

難
し
い
課
題
を
成
年
女
子
で

唯
一
完
登
。
２
基
目
で
北
脇

は
２
課
題
と
も
１
ト
ラ
イ
目

で
成
功
し
成
年
女
子
で
は
唯

一
の
全
完
登
。
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
中
村
は
北
脇
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
最
終

ス
ラ
ブ
課
題
で
少
し
ず
つ
高

度
を
上
げ
て
い
く
も
ゴ
ー
ル

取
り
と
い
う
部
分
で
フ
ォ
ー

ル
。
完
登
ア
テ
ン
プ
ト
数
差

で
静
岡
が
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
１

位
に
な
る
も
、
総
合
成
績
で

２
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
お
い
て

も
、
Ｗ
カ
ッ
プ
で
活
躍
す
る

選
手
が
出
場
し
て
る
こ
と
も

あ
り
、
競
技
レ
ベ
ル
の
高
い

大
会
だ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
ど
の
県
も
圧
倒
的
な

実
力
差
は
さ
ほ
ど
な
く
、
長

い
目
で
見
た
選
手
の
育
成
が
、

今
後
の
我
が
県
に
お
け
る
課

題
に
も
感
じ
ま
し
た
。

（
少
年
男
子
監
督

伊
藤
裕

貴
）

６
月
9
日
、
静
岡
市
中
央

体
育
館
大
会
議
室
に
お
い
て
、

ハ
イ
キ
ン
グ
・
縦
走
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
習
会
が
指
導
委
員
会
、

遭
対
委
員
会
の
担
当
で
開
催

さ
れ
、
講
師
３
名
受
講
者
15

名
の
18
名
が
参
加
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
、
集
団
で

登
山
活
動
す
る
場
合
の
リ
ー

ダ
ー
の
役
割
や
法
的
責
任
と
、

そ
れ
に
必
要
な
知
識
と
装
備
、

技
術
を
習
得
す
る
と
と
も
に
、

山
岳
遭
難
事
故
防
止
と
事
故

へ
の
対
処
方
法
の
普
及
を
目

的
に
実
施
し
て
い
る
。

講
習
の
内
容
は
、

１
リ
ー
ダ
ー
の
法
的
責
任

２
リ
ー
ダ
ー
と
同
行
者
と
の

役
割
の
違
い

３
山
の
安
全
登
山
の
基
本
技

術
（
結
束
法
・
簡
易
ハ
ー
ネ

ス
作
り
・
悪
場
の
通
過
・
確

保
と
自
力
登
り
と
下
降
）

４
補
助
ロ
ー
プ
使
用
の
安
全

性
向
上
技
術

５
搬
出
法
（
ヒ
ー
マ
ン
搬
出
・

ザ
ッ
ク
の
使
用
・
雨
具
の
使

用
）

６
ツ
エ
ル
ト
の
使
用
法
な
ど
。
,

受
講
者
は
、
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
素
養
を
身
に
付
け
よ

う
と
真
剣
な
表
情
で
講
義
に

聞
き
入
っ
て
い
た
。

（１） 第２６号 宝 永 平成３０年９月３日（月） （４） 第２６号 宝 永 平成３０年９月３（月）
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６
月
常
任
理
事
会

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
岐
阜
で
開
催

静岡成女中村選手

静岡少女片木選手

ハ
イ
キ
ン
グ
縦
走
リ
ー
ダ
ー
講
習
会

静岡県選手団

編

集

後

記



男　　子 女　　子

１位  修道（広島） 防府（山口）

２位 神戸（兵庫） 千葉東（千葉）

３位 前橋（群馬） 山形西（山形）

４位 千葉東（千葉） 藤枝東（静岡）

５位 下松工業（山口） 善通寺第一（香川）

６位  岩手（岩手） 高崎女子（群馬）

20位 富士（静岡）

大会結果（６位まで入賞）

（２）第２６号 宝 永 平成３０年９月３日（月）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
登
山
大
会
が
８
月
３
日

～
８
月
６
日
に
三
重
県
で
鈴

鹿
山
脈
を
会
場
と
し
て
行
わ

れ
た
。
静
岡
県
か
ら
は
、
男

子
：
富
士
高
校
、
女
子
：
藤

枝
東
高
校
が
出
場
し
た
。
昨

年
と
男
女
の
出
場
校
が
入
れ

替
わ
っ
た
が
、
男
女
と
も
に

初
め
て
の
全
国
総
体
で
あ
っ

た
。27

年
度
の
岡
山
大
会
、
28

年
度
の
滋
賀
大
会
で
は
、
熱

中
症
に
よ
り
多
く
の
選
手
が

治
療
を
受
け
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

搬
送
や
救
急
車
出
動
な
ど
も

あ
っ
た
。
そ
の
反
省
か
ら
、

今
大
会
は
あ
ま
り
に
も
気
温

が
高
く
な
り
そ
う
な
と
き
は

コ
ー
ス
短
縮
を
行
な
う
な
ど

し
て
、
熱
中
症
の
危
険
を
回

避
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
結

局
大
会
期
間
中
猛
暑
が
続
い

た
た
め
、
３
日
間
と
も
コ
ー

ス
が
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。１

日
目
は
釈
迦
ヶ
岳
を
カ
ッ

ト
し
、
荷
重
も
メ
イ
ン
ザ
ッ

ク
か
ら
サ
ブ
ザ
ッ
ク
に
変
更
。

２
日
目
は
朝
明
渓
谷
か
ら
ブ

ナ
清
水
ま
で
サ
ブ
ザ
ッ
ク
の

往
復
の
み
。
３
日
目
は
サ
ブ

ザ
ッ
ク
で
御
在
所
岳
に
登
り
、

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
下
山
。
当

初
の
予
定
が
原
形
を
と
ど
め

な
い
ほ
ど
の
大
幅
な
コ
ー
ス

短
縮
と
な
っ
た
。
全
行
程
と

も
、
選
手
が
隊
列
で
歩
く
形

態
と
な
り
、
役
員
か
ら
目
が

届
き
に
く
い
チ
ー
ム
行
動
は

取
り
や
め
と
な
っ
た
。
熱
中

症
対
策
と
し
て
の
判
断
な
の

で
や
む
を
得
な
い
が
、
コ
ー

ス
が
短
す
ぎ
て
体
力
の
あ
る

静
岡
県
勢
に
と
っ
て
は
、
自

分
た
ち
の
持
ち
味
を
発
揮
し

づ
ら
い
条
件
と
な
っ
た
。

総
合
成
績
は
男
子
の
富
士

は
20
位
（
46
チ
ー
ム
中
）
で

あ
っ
た
。
富
士
は
、
装
備
や

読
図
な
ど
で
配
点
の
大
き
な

ミ
ス
が
あ
り
、
こ
の
時
点
で

上
位
入
賞
は
難
し
く
な
っ
た
。

し
か
し
、
何
よ
り
も
絶
対
の

自
信
を
持
つ
体
力
で
、
大
き

く
減
点
さ
れ
て
お
り
、
順
位

が
大
幅
に
下
が
っ
て
し
ま
っ

た
。一

方
、
女
子
の
藤
枝
東
は

初
出
場
な
が
ら
４
位
（
46
チ
ー

ム
中
）
入
賞
を
果
た
し
た
。

大
き
な
ミ
ス
は
１
つ
も
な
く
、

ほ
ぼ
完
璧
な
で
き
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
富
士
と
同
様
に
体

力
点
で
減
点
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
減
点
が
な
け
れ
ば
、
総

合
１
位
の
高
得
点
で
あ
っ
た
。

今
回
の
大
会
で
は
、
チ
ー

ム
行
動
が
な
く
な
っ
た
こ
と

で
、
体
力
審
査
は
実
質
的
に

印
象
点
と
な
っ
た
。
楽
な
コ
ー

ス
を
３
日
間
体
力
に
非
常
に

余
裕
を
持
っ
て
歩
き
、
な
ぜ

体
力
点
で
減
点
さ
れ
た
理
由

は
分
か
ら
な
い
と
い
う
状
況

で
あ
り
、
静
岡
県
の
選
手
達

は
減
点
に
納
得
が
い
か
な
い

で
あ
ろ
う
。
静
岡
県
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
観
点
で
減
点
さ

れ
た
の
か
、
減
点
さ
れ
て
い

な
い
学
校
と
の
違
い
は
ど
こ

な
の
か
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
ろ
う
。

（
清
水
雄
三
）

平
成
30
年
度
日
山
協
遭
難

対
策
委
員
長
会
議
・
研
修
会

が
東
京
都
晴
海
海
員
会
館
に

て
６
月
23
日
・
24
日
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
総
会
は
常
任

委
員
で
行
う
と
の
事
で
し
た

の
で
、
各
都
道
府
県
の
遭
対

委
員
長
会
議
・
研
修
会
と
し

開
催
し
ま
し
た
。

23
日

研
修
会

(1)
「
コ
コ
ヘ
リ
の
現
状
と
救

助
実
績
」

民
間
の
ヘ
リ
運
航
会
社
６

社
と
提
携
し
日
本
国
内
の
山

域
を
カ
バ
ー

(2)
「
夏
山
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い

て
」

説
明

・
「
夏
山
リ
ー
ダ
ー
」
教
育

の
い
き
さ
つ
と
背
景
（
そ
の

必
要
性
）

・
こ
れ
ま
で
の
対
応
と
今
後

の
予
定

(3)
「
雪
崩
事
故
後
の
高
体
連

登
山
活
動
と
今
後
に
つ
い
て
」

事
故
検
証
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
の
報
告

(4)
研
究
討
議

「
高
体
連
と
岳
連
と
の
今
後

の
繋
が
り
方
」

各
県
で
の
現
状

・
高
体
連
と
の
接
点
が
見
ら

れ
な
い
県
が
あ
っ
た
。

・
ベ
テ
ラ
ン
の
教
員
が
退
職

し
て
、
山
を
知
ら
な
い
教
員

が
顧
問
に
な
る
。

24
日

(1)

29
年
度
報
告
、
30
年
度

計
画
、
会
計
報
告
ほ
か
・
・
・

町
田
氏

(2)
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
報
告
・
・
・
青

山
氏

(3)
第
15
回
山
岳
事
故
報
告
・
・
・

青
山
氏

山
岳
遭
難
事
故
統
計
で
、

大
き
な
成
果
は
、
「
魔
の
11

時
」
と
「
魔
の
14
時
」
と
呼

ば
れ
る
事
故
多
発
時
間
帯
で

あ
る
。
14
時
は
昼
食
後
、
最

も
注
意
力
が
落
ち
る
時
間
帯

と
し
て
注
意
さ
れ
て
き
た
。

英
国
で
は
ア
ル
パ
イ
ン
型
登

山
習
慣
が
な
い
の
で
、
通
常

朝
８
時
か
ら
10
時
に
出
発
し
、

昼
食
は
12
時
か
ら
14
時
に
と

る
。
約
２
時
間
遅
れ
気
味
に

考
え
る
と
16
時
が
ピ
ー
ク
と

な
る
。

警
察
庁
事
故
デ
ー
タ
か
ら

事
故
者
数
は
昨
年
減
少
し
た

が
、
再
び
増
加
し
、
約
20
年

間
の
右
肩
上
が
り
傾
向
が
続

い
て
い
る
。
事
故
者
の
世
代

構
成
は
完
全
に
高
齢
者
時
代

に
入
り
、
75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
も
少
し
ず
つ
増
え
は

じ
め
て
い
る
。

山
岳
遭
難
事
故
デ
ー
タ
か

ら
新
た
に
383
人
の
デ
ー
タ
が

加
わ
っ
た
、
そ
の
中
身
は
滑

落
、
転
倒
が
大
半
を
占
め
る

が
、
少
し
ず
つ
道
迷
い
、
疲

労
が
増
加
し
て
き
た
。
昨
年

よ
り
野
生
動
物
は
急
増
し
て

お
り
、
大
半
が
昆
虫
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
。

(4)
各
県
か
ら
の
事
故
事
例
報

告

（
堀
内
修
）

（３）第２６号 宝 永 平成３０年９月３日（月）

第
62
回
全
国
高
校
総
体

指
導
委
員
会
主
催
の
「
夏

山
登
山
教
室
」
も
今
年
で
第

６
回
目
と
な
っ
た
。
第
５
回

目
ま
で
は
メ
イ
ン
の
山
は
北

ア
ル
プ
ス
だ
っ
た
が
、
今
年

は
南
ア
ル
プ
ス
の
甲
斐
駒
・

仙
丈
ケ
岳
を
目
指
す
企
画
に

し
た
。

北
沢
峠
か
ら
の
ピ
ス
ト
ン

が
人
気
と
な
っ
た
の
か
、
予

定
定
員
の
15
名
を
超
え
て
18

名
の
生
徒
さ
ん
が
集
ま
っ
た
。

第
1
回
座
学
で
「
夏
山
の

登
山
装
備
」
と
「
読
図
の
基

本
」
を
学
ん
だ
後
に
、
第
1

回
実
技
講
座
は
7
月
8
日
に

「
山
伏
」
で
行
っ
た
。
折
か

ら
の
大
雨
で
西
日
影
沢
は
凄

い
水
量
と
な
っ
て
い
た
が
ベ

テ
ラ
ン
の
講
師
の
協
力
で
生

徒
さ
ん
は
全
員
予
想
よ
り
早

く
山
頂
に
着
く
こ
と
が
出
来
、

メ
ン
バ
ー
の
力
も
把
握
で
き

た
。第

2
回
座
学
で
は
「
夏
山

の
気
象
」
と
「
歩
行
技
術
と

安
全
」
を
学
ん
だ
。
特
に
難

波
先
生
の
気
象
講
座
は
、
興

味
深
い
内
容
だ
っ
た
と
好
評

だ
っ
た
。

本
番
の
夏
山
は
7
月
20
日

の
金
曜
日
に
前
夜
発
し
て
、

途
中
の
道
の
駅
に
て
仮
眠
し

た
。
折
か
ら
の
酷
暑
で
仮
眠

し
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
熱
せ

ら
れ
寝
苦
し
い
生
徒
さ
ん
も

居
た
よ
う
で
「
床
暖
房
付
き

の
テ
ン
ト
」
と
い
う
迷
言
が

生
ま
れ
た
。

21
日
は
仙
流
荘
よ
り
バ
ス

に
乗
っ
て
北
沢
峠
の
手
前
の

「
大
平
山
荘
」
に
到
着
。
こ

こ
か
ら
は
余
分
な
荷
物
を
小

屋
に
置
い
て
、
藪
沢
コ
ー
ス

に
て
仙
丈
ケ
岳
を
目
指
し
た
。

途
中
遅
れ
た
生
徒
さ
ん
も
ベ

テ
ラ
ン
講
師
の
激
励
で
無
事

山
頂
に
到
着
。
参
加
者
全
員

で
記
念
撮
影
を
し
た
。

翌
22
日
は
双
子
山
経
由
で

甲
斐
駒
ヶ
岳
を
目
指
し
た
。

非
常
に
暑
い
日
で
、
や
や
体

力
的
に
大
変
な
登
山
と
な
っ

た
が
好
天
に
恵
ま
れ
最
高
の

眺
望
を
愛
で
な
が
ら
の
山
旅

と
な
っ
た
。
360
度
の
大
展
望

の
甲
斐
駒
の
山
頂
で
ゆ
っ
く

り
と
贅
沢
な
時
間
を
過
ご
し

た
。
下
山
は
や
や
大
変
な
生

徒
さ
ん
も
居
た
よ
う
だ
が
、

最
終
的
に
は
無
事
全
員
バ
ス

に
も
間
に
合
い
、
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
正
直
ほ
っ
と
す
る
と

共
に
感
動
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
さ
ん
の
半
数

は
リ
ピ
ー
タ
ー
で
、
顔
見
知

り
も
増
え
た
。
一
緒
に
入
っ

た
湯
船
の
中
で
は
「
来
年
は

甲
斐
駒
か
ら
見
た
ピ
ラ
ミ
ダ

ル
な
北
岳
に
登
り
た
い
」
と

の
意
見
が
多
か
っ
た
。

（
鈴
木

修
）

眼
前
に
広
が
る
白
き
山
肌
、

我
々
の
行
く
手
に
立
ち
は
だ

か
る
巨
岩
。
お
花
畑
と
雷
鳥

家
族
が
優
し
く
迎
え
て
く
れ

た
昨
日
の
仙
丈
ケ
岳
と
違
い
、

猛
々
し
い
甲
斐
駒
ケ
岳
の
山

容
だ
。

私
が
連
盟
の
夏
秋
山
教
室

に
参
加
さ
せ
て
貰
っ
て
今
回

で
六
度
目
。
講
師
の
鈴
木
さ

ん
は
問
う
。
「
杉
山
さ
ん
、

何
で
参
加
す
る
の
？
」
「
自

分
達
の
登
り
方
を
確
認
す
る

た
め
」
私
は
応
え
る
。
「
そ

れ
じ
ゃ
あ
毎
年
同
じ
講
義
で

き
な
い
な
」
『
い
や
い
や
そ

ん
な
事
無
い
で
す
、
必
要
で

す
か
ら
…
』
心
の
声
。

こ
の
教
室
で
山
好
き
な
人

達
と
知
り
合
い
、
講
師
の
方
々

と
も
軽
口
が
利
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
み
ん
な
と
山

歩
き
が
…
秋
山
教
室
が
待
ち

遠
し
い
。

そ
れ
に
し
て
も
暑
い
。
甲

斐
駒
を
背
に
講
師
の
田
中
さ

ん
が
待
つ
仙
水
小
屋
の
湧
水

に
生
き
返
っ
た
。

一
度
で
二
度
美
味
し
い
山

旅
だ
っ
た
。

追
伸
、
小
田
先
生
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

７
月
14
日
、
東
海
４
県
正

副
会
長
理
事
長
会
議
が
岐
阜

県
の
担
当
で
関
市
の
関
観
光

ホ
テ
ル
で
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の

期
間
中
に
合
わ
せ
て
開
催
し

15
名
が
参
加
し
た
。

各
岳
連
と
も
、
県
内
の
山

岳
・
登
山
を
統
括
す
る
団
体

と
し
て
、
加
盟
団
体
の
取
り

纏
め
及
び
登
山
環
境
整
備
・

発
展
に
尽
力
す
る
中
、
検
討

を
要
す
る
共
通
の
課
題
を
出

し
合
い
、
そ
の
解
決
策
を
探

ろ
う
と
話
し
合
っ
た
。

特
に
、

2020
東
京
五
輪
を
控

え
、
優
秀
選
手
の
発
掘
、
強

化
が
叫
ば
れ
る
中
で
、
若
年

層
の
選
手
発
掘
に
は
、
ジ
ム

の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
が

我
々
に
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
な

く
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
日
山
協
に
対

し
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
と
岳

連
が
連
携
で
き
る
よ
う
な
方

策
を
検
討
す
る
よ
う
提
言
す

る
こ
と
と
し
た
。

又
、
国
体
予
選
会
の
運
営
費
、

中
で
も
会
場
借
用
料
、
セ
ッ

タ
ー
料
な
ど
の
負
担
が
多
く

開
催
に
苦
慮
し
て
い
る
が
、

解
決
策
と
し
て
、
岐
阜
、
愛

知
の
2
県
は
合
同
で
、
同
一

会
場
で
試
行
的
に
実
施
し
た
。

参
加
者
が
増
加
し
、
費
用
も

半
分
に
な
っ
た
と
い
う
。

（
三
重
も
同
調
の
意
向
）
静

岡
に
も
参
加
の
打
診
が
あ
っ

た
が
、
距
離
が
遠
い
こ
と
等

か
ら
、
検
討
を
要
す
る
た
め

即
答
は
避
け
た
。

こ
の
他
、
所
属
団
体
数
の

減
少
、
会
員
の
高
年
齢
化
、

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
指
導
者
の
不

足
、
指
導
員
の
高
齢
化
（
い

つ
も
同
じ
人
が
講
師
を
や
っ

て
い
る
）
な
ど
従
来
か
ら
言

わ
れ
て
い
る
課
題
が
出
た
ほ

か
、
４
県
の
実
際
に
現
役
で

動
い
て
い
る
人
達
の
交
流
の

機
会
を
作
っ
た
ら
ど
う
か
と

の
意
見
も
出
た
。

（
木
ノ
内
髙
嘉
）

大
展
望
の
甲
斐
駒
ケ
岳
に
感
動

全
国
遭
対
委
員
長
会
議
・
研
修
会
参
加
し
て

参
加
者
の
独
り
言

杉
山

敏

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
正
副
会
長
理
事
長
会
議

「
甲
斐
駒
ケ
岳
・
仙
丈
岳
に
登
ろ
う
」
夏
山
登
山
教
室

4
県
の
直
面
す
る
課
題
を
話
し
合
い
解
決
策
を
探
る

藤
枝
東（
女
子
）健
闘
４
位
入
賞
、
富
士（
男
子
）は
悔
し
い
20
位
!

藤枝東高チーム

冨士高チーム

仙丈ヶ岳山頂

甲斐駒ヶ岳山頂

甲斐駒ヶ岳山頂直下


